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足羽川ダム

足羽川

２，４００m3/s⇒１，８００m3/sへ調節

足羽川ダム（1川導水）

※第24回九頭竜川流域委員会説明

◇ダム計画に関するこれまでの説明経緯②◇ダム計画に関するこれまでの説明経緯②
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※第24回九頭竜川流域委員会説明

◇ダム計画に関するこれまでの説明経緯③◇ダム計画に関するこれまでの説明経緯③



5

◇整備計画の目標流量◇整備計画の目標流量

分水施設

●

天神橋

1,800m3/s

足羽川ダム

部子川 水海川

天神橋地点 ２,４００m3/sを

１,８００m3/sに調節

足羽川ダム１川導水
＜整備計画＞
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ダム本体

部子川～水海川

水海川～足羽川

足羽川～割谷川

割谷川～赤谷川

工事内容 河川整備計画期間

部
子
川 水

海
川

→

←
足羽川ダム

◇整備計画期間中に整備するダム◇整備計画期間中に整備するダム
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◇基本方針の目標流量◇基本方針の目標流量

天神橋地点２,６００m3/sを

１,８００m3/sに調節

足羽川ダム４川導水
＜基本方針＞

部子川 水海川

分水施設
天神橋

1,800m3/s

足羽川ダム

足羽川 割谷川 赤谷川

分水施設

●

8

ダム本体

部子川～水海川

水海川～足羽川

足羽川～割谷川

割谷川～赤谷川

工事内容 次期河川整備計画期間以降河川整備計画期間

部
子
川 水

海
川
→

足
羽
川
→

割
谷
川
→

赤
谷
川
→

←
←←←

足羽川ダム

◇基本方針に対応するダム◇基本方針に対応するダム
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４カ所取水施設

約5m～15m導水トンネル トンネル径

約11km導水トンネル 延べ延長

４本導水トンネル本数

約96mダム高

約28,700,000m3総貯水容量

約105km2集水面積

◇足羽川ダム事業計画◇足羽川ダム事業計画 第２０回九頭竜川流域委員会資料
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◇整備計画期間中に整備するダム◇整備計画期間中に整備するダム
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足羽川
魚見川

部
子
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水
海
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赤
谷
川

足羽川ダム
貯 水 池

導水路

分水施設

足羽川ダム

足羽川
魚見川

１カ所取水施設

約15m導水トンネル　トンネル径

約4.5km導水トンネル　延べ延長

１本導水トンネル本数

約96mダム高

約28,700,000m3総貯水容量

約55km2集水面積
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整備計画期間中に整備するダム本体と水海川からの導水施設は、
基本方針を見据えた規模とします。

（理由）

■手戻り工事（重複投資）による建設費の増大を抑える。

■地域コミュニティの分断等の社会的な影響を抑える。

■自然環境への影響を１度に抑え、早期回復に努める。

◇整備計画期間中に整備するダム◇整備計画期間中に整備するダム
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ダムの建設費と影響
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◇事業費（ダム本体）◇事業費（ダム本体）

■手戻り工事による建設費の増大を抑えることができます。

・堤体基礎処理工事

・継ぎ目部の処理工事

・附帯施設整備工事
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◇事業費（仮設備）◇事業費（仮設備）

■手戻り工事による建設費の増大を抑えることができます。

コンクリート製造設備

濁水処理設備

東北地整 森吉山ダム ＨＰより
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水
海
川
→

◇事業費（導水路）◇事業費（導水路）

■手戻り工事による建設費の増大を抑えることができます。

・導水路を将来計画で建設

部
子
川 水

海
川
→

←
足羽川ダム

部
子
川

←足羽川ダム

・導水路を整備計画対応と
して建設し、２期に分けて将
来計画に対応
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◇社会的影響◇社会的影響

家屋移転、用
地買収を１度に
実施できる。

集落

用地買収を行う範囲



17

ダム建設中（H11年8月) 植生復元後（H15年9月)

緑と生態研究会 機関誌 2004年/vol.11より引用

◇環境的影響◇環境的影響
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◇環境的影響：植生復元事例◇環境的影響：植生復元事例

大阪府ホームページより引用
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整備計画期間中に整備するダムは、基本方針に対応するダム
計画を見据えて建設すると、段階的に施工するよりも次の効果
が得られます。

■手戻り工事による建設費の増大を抑える。

■社会環境、自然環境に対する影響を抑える。

河川整備計画期間中に整備するダムは、ダム本体と
水海川からの導水施設を、基本方針に対応できる規
模で建設する。

その他の導水路は、今回の河川整備計画期間以降
に実施します。

◇まとめ◇まとめ




